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内 
 
 
 
 
 

容 

 

概  要 

 

化粧品素材としてのサクラ葉エキスの抽出方法の検討及び素材化と、サクラ

葉エキスを配合した製品開発に取り組みました。さらにサクラ葉エキスが抗炎

症効果を示す作用機序について検討しました。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

サクラ葉エキスは、炎症を引き起こす細胞内情報伝達経路の一部を阻害する

ことで抗炎症効果を発揮していると考えられました（図１）。抗炎症効果を示

す成分のひとつとして trans-p-クマル酸メチルを見出しました。 

本技術の 

有用性 

サクラ葉エキスに抗炎症効果があることを明らかにし、さらに、オオシマザ

クラの葉を抽出する条件を検討し化粧品原料として素材化しました。また、サ

クラ葉エキスを使用した介護等でも使用できるウェットシートを開発しまし

た（図２）。 

関連情報 
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図２ サクラ葉エキス素材とウエットシート 

抽出 配合 

図１ 炎症を引き起こす NF-B の抑制 


